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コジェネレーションシステムから得られる電気・熱に係る 

二酸化炭素排出量の算定方法について 

 

 

 

コジェネレーションシステムから得られる電気・熱に係る二酸化炭素排出量は、

当該電気・熱の量を現在普及しているその他一般的なシステムにより得る場合に必

要となる燃料投入量に応じて按分することにより算定するものとする。 

 

（理由） 

 

１ 電気・熱の生成に伴う二酸化炭素排出量については、温対法上、電気・熱の需要

側においても算定することとされているが、これは、需要側において使用される電

気・熱について、使用される量の電気・熱を生成するために必要となる燃料投入に

伴う二酸化炭素の排出量をそれぞれ算定していることに他ならない。 

 

２ コジェネレーションシステムから得られる電気・熱の生成に伴う二酸化炭素排出

量についても同様に、電気・熱のそれぞれについて、システムから得られる電気・

熱の量を生成するために必要となる燃料投入に伴い排出される二酸化炭素の量を

算定すべきところである。 

しかしながら、コジェネレーションシステムは、発生した電気・熱を同時に供給

し、有効利用する設備であることから、そのシステムから得られる電気・熱の量を

生成するためにそれぞれ必要となる燃料投入量を把握することは困難である。 

このため、システムにおける電気・熱の生成にそれぞれ必要となる燃料投入量を

推定した上で、その投入に伴う二酸化炭素排出量を算定することが必要である。 

 

３ ここでは、コジェネレーションシステムが発電部分及び熱生成部分から成るシス

テムであることから、パーツごとの一般的な効率に着目した上で、生成された電気・

熱を作る際に必要であった１次エネルギー量をそれぞれ仮定し、この比で、コジェ

ネレーションシステムから排出された二酸化炭素の量を按分することとする。 

 

４ 具体的には、コジェネレーションシステムから得られる電気・熱の仕事量を、現

在普及している一般的な自家発電機及び熱生成機の平均的な効率（9.82MJ/kWh及び

1.26MJ/MJ）で割り戻してそれぞれに必要であった１次エネルギー量を仮定し、こ

の比で投入燃料の燃焼に伴う二酸化炭素総排出量を按分することによって、コジェ

ネレーションシステムにおける電気・熱の生成に伴う二酸化炭素排出量を算定する

こととする。（別紙５－１参照）

別紙５ 
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コジェネレーションから排出されるエネルギー起源二酸化炭素の電気及び熱への配分の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

X MJ 

 

CGS投入エネルギー 

 

CGS 

 

0.0273αX MJ 

 

 

0.0126βX MJ 

 

廃熱効率 

β％ 

発電効率 

α％ 

2.17α：βで 

按分 

出力を得るのに必要となる投入量 

（１次エネルギー） 
出力（２次エネルギー） 

一般的な自家発電機による発電 

9.82MJ/kWh 

一般的なボイラー等による熱生成 

1.26MJ/MJ 

電気 αＸ／100MJ 

（0.00278αＸｋＷｈ） 

出力された２次エネルギーを一般的なシステムにより生成するために

必要となる１次エネルギーの量の比で、発生する CO2を按分する。 

別紙５－１ 

※効率の算定根拠については、別紙５－２参照 

 
熱 βＸ／100MJ 
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別紙５－２ 

 

 

○ボイラ効率の設定 
 

蒸気ボイラ種別の効率 

ボイラの種類 効率＊１ 換算係数＊２ 

鋳鉄製ボイラ 80～86% 1.27 MJ/MJ 

丸ボイラ＞立てボイラ 70～75% 1.45 MJ/MJ 

丸ボイラ＞炉筒煙管ボイラ 85～90% 1.20 MJ/MJ 

貫流ボイラ＞単管式小型 80～90% 1.24 MJ/MJ 

貫流ボイラ＞多管式小型 75～90% 1.28 MJ/MJ 

貫流ボイラ＞大型 90% 1.17 MJ/MJ 

水管ボイラ＞立て水管 85% 1.24 MJ/MJ 

水管ボイラ＞二胴水管 85～90% 1.20 MJ/MJ 

平 均  1.26 MJ/MJ 

＊１空気調和・衛生工学便覧（別紙５－２－①） 

＊２効率の中央値を採用し、液体燃料と仮定して高位ベースに換算 

 

 

 

 

○発電機効率の設定 
 

発電機種別の効率 

発電機の種類 効率*１ 換算係数 導入実績（kW）*２ 

ディーゼルエンジン 36.8% 9.78 MJ/kWh 619,617 

ガスエンジン 30.4% 11.9 MJ/kWh 4,986 

ガスタービン 25.0% 14.4 MJ/kWh 3,545 

平 均  9.82 MJ/kWh  

*１日本コージェネレーションセンターＨＰより（別紙５－２－②） 
*２社団法人日本内燃力発電設備協会資料より 
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別紙５－２－① 
 

○ボイラ効率の設定 

 
 

ボ イ ラ の 種 類 
ボイラよ
り取り出
す熱  
媒 の 種 類 

蒸気圧力ま
たは 温 水 温 
度 

蒸発量また
は熱 出 力 

ボイラ効率 
[%] 

 

主 な 用 途 

 

鋳 

 

鉄 

 

製 

 

ボ 

 

イ 

 

ラ 
蒸 

 
気 0.1MPa以下 0.3～4t/h  

80～86 

 

給湯・暖房用 
低 温 水 120℃以下 29～2300kW 

丸
ボ
イ
ラ 

立 て ボ イ ラ 蒸  気 0.7MPa以下 0.1～0.5t/h 70～75 暖房・プロセス用 

 

炉筒煙管ボイラ 
蒸 

 
気 1.6MPa以下 0.5～20t/h  

85～90 
給湯・暖房・プロセス用 

中・高温水 170℃以下 350～9300kW 地域暖房用 

 

 
貫
流
ボ
イ
ラ 

単 管 式 小 型
貫 流ボイラ 

 

蒸 
  

気 3MPa以下 0.1～15t/h 80～90 

 

暖房・プロセス用 

多 管 式 小 型
貫 流ボイラ 

 

蒸 
  

気 1MPa以下 0.1～2t/h 75～90 

 

暖房・プロセス用 

 

大型貫流ボイラ 
蒸  気 5MPa以下 100t/h以上  

90 
発電用 

高 温 水 130℃以下 5.8MW以上 地域暖房用 

水 
 

管 

ボ
イ
ラ 

立て水管ボイラ 蒸  気 1MPa以下 0.5～2t/h 85 給湯・暖房・プロセス用 

二胴水管ボイラ 蒸  気 0.7MPa以下 5t/h以上 85～90 暖房・プロセス・発電用 

電 気  ボ イ ラ 温  水 120℃以下 120～930kW 98 全電気式空調補助熱源用 

 

熱 

 

媒 

  

ボ 

 

イ 

 

ラ 
気  相  

200～350℃ 

 

1.2～2300kW 

 

80～85 

 

プロセス用 
液  相 

真 
 

空 

温
水
器 

鋳  鉄 製 低 温 水 80℃以下 120～3000kW 85～90  

給湯・暖房用 
炉 筒 煙 管 式 低 温 水 80℃以下 46～1860kW 85～88 

住 宅 用 小 型 温 水 ボ イ ラ 温  水 0.1MPa以下 12～41kW 60～80 給湯・暖房用 

（出典：（社）空気調和・衛生工学会「第 13 版空気調和・衛生工学便覧 ２ 汎用機器・空調機器篇」（2001）, p.220）  
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別紙５－２－② 
 

○発電機効率の設定 

 
 

日本コージェネレーションセンターＨＰより 

 

 

 
 

発電効率（％） 
 最低値*１ 最高値*１ 低位ベース 高位ベース*２ 

ディーゼルエンジン 32.0 45.5 38.8 36.8 

ガスエンジン 26.5 41.0 33.8 30.4 

ガスタービン 20.5 35.0 27.8 25.0 

*１ グラフの読取り値 
*２ ディーゼルエンジンのみ液体燃料を想定 

 

 

新規導入設備容量実績の推移（kW） 

 H15 H16 H17 期間計 

ディーゼルエンジン 237,006 252,229 130,383 619,617 

ガスエンジン 836 1,600 2,550 4,986 

ガスタービン 370 95 3,080 3,545 

*出典 社団法人日本内燃力発電設備協会資料より、環境省調べ 
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